
NO 派遣日 派遣先（申請者） 派遣アドバイザー 分類 派遣内容（専門分野分類） 現地・オンライン

1 R2.7.10 栃木県 土井 佳彦 一般 職員向け「多文化共生の地域づくり」 オンライン

2 R2.6.25 伊賀市 田村 太郎 一般
市の「多文化共生指針」策定へのアドバイ
ス

現地

3 R2.6.27 上尾市 高橋 伸行 災害 災害時の外国人支援 現地

4 R2.11.14 川崎市国際交流協会 田村 太郎 災害 災害時の外国人支援 現地

5 R2.10.2 白山市国際交流協会 田村 太郎 災害 災害時の外国人支援 現地

6 R2.10.3 白山市国際交流協会 田村 太郎 一般 SDGｓにおける多文化共生 現地

7 R2.9.13 板橋区 杉田 理恵 災害
災害時の外国人支援および通訳ボランティ
ア研修

現地

8 R2.10.3 山梨県国際交流協会 柴垣　禎 災害 災害時の外国人支援 現地

9 R2.8.6 鹿屋市 土井 佳彦 やさしい日本語 やさしい日本語 現地

10 R2.9.11 豊川市 松本 義弘 やさしい日本語 やさしい日本語 オンライン

11 R2.9.25 福井市 土井 佳彦 やさしい日本語 やさしい日本語 オンライン

12 R2.9.11 三木市 田村 太郎 一般 多文化共生概論 現地

13 R2.8.26 石川県 田村 太郎 一般 多文化共生概論 オンライン

14 R2.8.26 石川県 柴垣　禎 災害 災害時の外国人支援 現地

15 R2.11.21 宮古市国際交流協会 西村 明夫 一般 医療通訳 オンライン

16 R2.8.27 兵庫県国際交流協会 土井 佳彦 やさしい日本語 やさしい日本語 オンライン

17 R2.10.17 千葉市国際交流協会 岩城　あすか 災害 防災時語学ボランティア養成 オンライン

18 R2.10.25 豊川市国際交流協会 土井 佳彦 一般 日本語ボランティア養成講座 現地

19 R2.9.6 山形県国際交流協会 高木　和彦 災害 災害時の外国人支援 オンライン

20 R2.10.12 佐久市 柴垣　禎 災害
外国人住民に対する災害時の支援策策定
についてのアドバイス

現地

21 R3.1.7 尼崎市 田村 太郎 災害 災害時の外国人支援 現地

22 R2.11.28 宇部市 村松 紀子 やさしい日本語 やさしい日本語 オンライン

23 R2.10.31 富山市民国際交流協会 八木 浩光 災害 災害時の外国人支援 現地

24 R2.12.6 新潟県国際交流協会 勝谷 知美 災害 災害時の外国人支援 現地

25 R2.11.6 千葉県 土井 佳彦 .災害 災害時の外国人支援 現地

26 R2.11.30 広島市 犬飼 康弘 やさしい日本語 やさしい日本語 現地

27 R2.10.28 山形県国際交流協会  堀 永乃 一般
地方公共団体等とNGO/NPO等との連携・
協働

オンライン

28 R2.12.16 東海村 松岡　洋子 やさしい日本語 やさしい日本語 オンライン

29 R2.12.5 平塚市 高橋 伸行 災害 災害時の外国人支援 現地

令和2年度　地域国際化推進アドバイザー派遣実績
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30 R2.12.18 福井県国際交流協会 金 宣吉 やさしい日本語 やさしい日本語 オンライン

31 R2.12.22 静岡市清水区 松本 義弘 やさしい日本語 やさしい日本語 オンライン

32 R3.3.12 美濃加茂市 高橋 伸行 災害 災害時の外国人支援 オンライン

33 R3.2.26 甲賀市 田村 太郎 一般 多文化共生の必要性 オンライン

34 R3.1.29 越前市国際交流協会 松本 義弘 やさしい日本語 やさしい日本語 オンライン

35 R3.3.10 埼玉県 飯田 奈美子 一般 通訳翻訳ボランティア オンライン

36 R3.2.4 愛媛県国際交流協会 田村 太郎 一般 新しい時代の多文化共生 オンライン

37 R3.2.10 春日井市 土井 佳彦 やさしい日本語 やさしい日本語 オンライン

38 R2.12.20 鹿児島市国際交流協会 田村 太郎 災害 災害時の外国人支援 オンライン

39 R2.12.2 三芳町 杉田 理恵 一般 日本語教室の営業 現地

40 R3.2.7 刈谷市国際交流協会 御舘 久里恵 やさしい日本語 やさしい日本語 オンライン

41 R3.1.23 山口県国際交流協会 田村 太郎 災害 災害時の外国人支援 オンライン

42 R3.2.5 伊丹市 田村 太郎 一般
多文化共生のための施策の構成及び実施
に関する知識やノウハウの提供、助言及び
指導

オンライン

43 R3.2.5 埼玉県 松本 義弘 災害
災害時の外国人支援、及びコロナ禍での地
域日本語教室等の運営

オンライン

44 R3.2.27 徳島県国際交流協会 村松 紀子 一般 医療通訳 オンライン

45 R3.1.23 浦安市 高橋 伸行 災害 災害時の外国人支援 オンライン

46 R3.1.29 浦安市 土井 佳彦 やさしい日本語 やさしい日本語 オンライン

47 R3.2.4 青森県国際交流協会 高木　和彦 災害 災害時の外国人支援 オンライン

48 R3.2.8 福岡県 高木　和彦 災害 災害時の外国人支援 オンライン

49 R3.2.13 山口県 岩城　あすか 災害 災害時の外国人支援 オンライン

50 R3.2.6 滋賀県 須藤 伸子 災害 災害時外国人サポーター養成 オンライン

51 R3.2.17 米子市 仙田 武司 やさしい日本語 やさしい日本語 オンライン

52 R3.3.5 山口市 田村 太郎 一般 多文化共生施策に関するアドバイス オンライン

53 R3.2.28 静岡市国際交流協会 村松 紀子 一般 コミュニティ通訳の育成 オンライン

54 R3.2.18 栃木県 松岡　洋子 やさしい日本語 やさしい日本語 オンライン

55 R3.3.10 印西市 杉田 理恵 一般 多文化共生の地域づくり オンライン

56 R3.3.17 豊中市 土井 佳彦 やさしい日本語 やさしい日本語 現地



地域国際化推進アドバイザーの派遣 

 

自治体及び地域国際化協会等が地域の多文化共生や国際協力を推進するために実施する研

修会や講演会に地域国際化推進アドバイザーを派遣しています。令和 2年度は 56件にアドバ

イザーを派遣しました。その中で、令和 2年度から認めているオンライン派遣は 36件でした、 

 

【派遣事例１】 

・テーマ：伊賀市多文化共生指針策定準備意見交換会（令和 2年 6月） 

・派遣アドバイザー：田村 太郎 氏（一般財団法人 ダイバーシティ研究所） 

・派遣先：伊賀市 （現地開催） 

① 目的 

伊賀市多文化共生指針策定のための事前に助言、指導をいただく。基本理念や指針の位置

づけ、スケジュール等について関係者から意見を聴取し今後の進め方や指針の構成等を検

討する。 

② 内容 

・伊賀市多文化共生指針策定準備意見交換会事 

③ 成果 

指針策定の進め方について、事務局と関係者間で有意義な意見交換がでた。アドバイザー

の助言のおかげで、課題や進め方の整理ができ、方向性貴重な意見を聞くことが出来共有す

ることができた。 

 

【派遣事例２】 

・テーマ：災害時の外国人支援（令和 2年 12月)  

・派遣アドバイザー：勝谷 知美 氏（熊本市国際交流協会） 

・派遣先：新潟県国際交流協会（現地開催） 

① 目的 

大規模災害が発生した際、外国人住民はことばの壁、文化の壁、制度の壁等により困

難な状況におかれる。これらの課題を理解し、災害時に適切に外国人住民へ対応でき

る人材を育成するため、大規模地震発生時の支援活動に必要な心構えや基礎知識、技

術について学ぶ。 

② 内容 

「災害時外国人支援の基本・ボランティアの役割」の講義、「外国人の声」、ワーク

「あなたなるどうする？やさしい日本語・文化通訳」 

③ 成果 

プログラム全般を通し、ボランティア活動に必要な知識を伝えることができた。 

 

 



【派遣事例３】 

・テーマ：やさしい日本語（令和 3年 2月） 

・派遣アドバイザー：松岡 洋子 氏（岩手大学） 

・派遣先：栃木県（オンライン派遣） 

① 目的 

外国人住民とのコミュニケーションツールとして活用できる「やさしい日本語」の普及

啓発を行うことにより、県内における外国人住民対応に係る行政サービス向上の推進を

図るもの。 

② 内容 

・「やさしい日本語」によるコミュニケーションについての講義 

・行政情報の周知（話す）や窓口（書く）における「やさしい日本語」の実践（グループ

ワークの実施） 

③ 成果 

出席者が行政情報の周知及び窓口対応における「やさしい日本語」の活用について学ぶ

だけでなく、相手に対する配慮や伝えたい気持ちが大切という多文化共生の本質の部分

も学ぶ機会を得られた。 

 

 

【派遣事例４】 

・テーマ：医療通訳（令和 2年 11月） 

・派遣アドバイザー：西村 明夫 氏（一般社団法人 日本交通通訳支援協会） 

・派遣先：宮古市国際交流協会 （オンライン派遣） 

 

① 目的 

外国人観光客・外国人市民が医療機関を受診する際に、通訳としてサポートできる人材を

増やす 

② 内容 

「医療通訳研修会」 

③ 成果 

外国客船の寄港の際などに通訳スタッフとしてご協力いただいている方にも参加いた

だいたので、さらなるスキルアップの動機付けもできました。 


